
交付申請書（表面） 押印は不要です。訂正する場合は二重線で訂正してください。

申請区分

複数の区分（個人住宅と集合住宅の両方など）を申請する場合は

それぞれの区分で申請書は別々に作成してください。

設置又は施工場所(新宿区)と住所(新宿区外)が異なる場合は、記載してください。

同じ場合は右欄の「上記住所と同一」にチェックを入れてください。

施工業者などによる代理申請の場合は記載してください。

設置した機器にチェックの上、各々記載してください。

完了日（施工及び支払いまで完了した日）をご確認の上、記載してください。

設置又は施工に要する経費（施工経費）について

施工経費は対象機器等の取り付け作業に直接必要となるもの。道路使用許可申請書作成費用や申請代行

費用等は含まれません。(運搬、撤去、機器処分費用等は含まれます)

また、別工事を同時に行った時の一式経費(例:屋根塗装と壁塗装を同時に行った際の足場代や諸経費)等

は案分し経費とします。

【例】屋根塗装経費:10万円、壁塗装経費:20万円、諸経費一式:3万円 (いずれも税抜)の場合

屋根塗装分の諸経費＝3万×(10万/30万)＝1万 施工経費は10万＋1万＝11万となります。

交付申請額は1,000円未満切り捨てです。

【例】235,400円だった場合 →交付申請額欄には235千円と記載ください。

国や都等の補助金制度との併用は可能です。

区に交付申請する前に、すでに国や都等へ工事完了報告等を提出している場合は、その補助内容及び補

助金額がわかる交付決定通知書等の写しの提出が必要です。

なお、国や都等の補助金制度との併用により補助金交付額の合計額が補助対象経費の合計額を上回ると

きは、補助対象経費を上限に補助金額が減額となります。

【例】施工経費:20万 他の補助金額:12万 →区補助金額は8万までとなります。
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交付申請書（裏面）

施工と支払いの両方が完了した日が、補助対象期間内である

設置又は施工が、補助の対象です。

【注意】「施工完了日」と「支払完了日」の間が１年以上

離れている場合、申請できません。

対象機器と補助要件をご確認の上、交付申請書に必要書類を添えてご申請ください。

必要書類についてもご確認の上ご用意ください。

申請の際に確認として、申請者欄にチェックをいれてください。
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施工完了証明書（表面） 押印は不要です。訂正する場合は二重線で訂正してください。

施工を依頼した方の情報を記載してください。

施工した機器について、チェックをいれてください。

施工が完了した日付けを記載ください。

出荷証明書には、現場名・事業者名・品名の記載が必要です。

確認の上ご用意ください。

施工業者情報を記載してください。
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施工完了証明書（裏面）

LED照明機器の交換前と交換後のワット数と本数を記載してください。

交換により消費電力が同等以下となっていることを確認します。

通し番号は見積書の機器の順番に合わせて記載してください。

交換前と交換後の機器内容について記載してください。

交換によりAPF（通年エネルギー消費効率）が同等以上になっているかどうかを確認

します。

APF（通年エネルギー消費効率）について

各数値は「中小企業向け省エネ促進税制対策機器HP」やパンフレット等でご確認く

ださい。交換前が2006年10月以前に発売された機種で、APFが設定されていない場合、

交換前のAPF欄は「不明」と記入してください。

合計を記載してください。

１頁に全て記入できない場合は、この頁を複製して記入してください。
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所有権者同意書 押印は不要です。訂正する場合は二重線で訂正してください。

記載日は施工完了日以前の日付にしてください。

補助金申請者について

申請者名および施工場所を記載してください。

所有権者について記載してください。

該当する機器に「○」を記載ください。
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交付請求書（表面）
【交付決定後に提出する書類です。申請時に記載する書類ではありません。】

　押印は不要です。訂正する場合は二重線で訂正してください。

交付決定通知書に記載されたとおりに、申請者情報を記載してください。

振込先として指定できるのは申請者本人名義（法人の場合は法人名義、管理組合の場合は管理組

合名義）の口座です。

ゆうちょ銀行について

記号(５桁)と番号(８桁)を

支店コード(３桁)と口座番号(７桁)に変換の上、記載ください。

口座名義人について

漢字とフリガナで記載内容が違う場合があります。よく確認の上、記載ください。

金額は印字されたものが送られます。

交付請求書は、交付決定通知書と共に区より送付されます。
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交付請求書（裏面）
【交付決定後に提出する書類です。申請時に記載する書類ではありません。】

　押印は不要です。訂正する場合は二重線で訂正してください。

表面に記載した振込先口座の情報が確認できる通帳やキャッシュカード等の写しを

貼付してください。
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